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12
月
議
会
の
「
深
谷
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
埼
玉
県
国
民
健
康

保
険
運
営
方
針(

第
３
期)

よ
り

令
和
９
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
県
内
保
険
水
準
の
統
一
に
向

け
、
令
和
５
年
度
か
ら
段
階
的
に

保
険
税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
、

令
和
７
年
度
の
保
険
税
率
の
改 

               

正
内
容
は
、
令
和
６
年
度
の
所
得

割
の
税
率
１
０
・
９
％
か
ら
令
和

７
年
度
に
１
１
・
９
％
に
、
資
産

割
の
税
率
は
、
１
８
・
０
％
か
ら

半
分
の
９
・
０
％
に
、
均
等
割
額

は
、
１
人
５
万
１
６
０
０
円
か
ら

６
万
５
千
円
に
、
平
等
割
額
は
、

一
世
帯
９
千
円
が
半
分
の
４
千

５
０
０
円
に
す
る
も
の
で
す
。
そ

の
影
響
額
は
、
減
額
に
な
る
世
帯

も
約
２
７
３
０
世
帯
見
込
ま
れ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
増
税
と
な

る
世
帯
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
約

８５
％
約
１
万
６
３
６
０
世
帯
で

す
。
そ
の
増
税
額
は
、
調
定
額
で

約
２
億
円
見
込
み
、
１
世
帯
当
た

り
の
平
均
影
響
額
は
、
約
１
万
円

の
増
額
を
見
込
む
も
の
で
す
。 

ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
の
課
税
限
度
額
を
令
和
６
年

度
の
２２
万
円
か
ら
令
和
７
年
度

に
は
２４
万
円
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
そ
の
影
響
額
は
、
２
８

７
世
帯
、
約
６
５
０
万
円
の
増
額

を
見
込
む
も
の
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
国
保
税
を

さ
ら
に
引
き
上
げ
る
条
例
改
正
に
反

対
し
た
の
で
討
論
の
要
旨
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

深
谷
市
の
国
保
に
加
入
し
て

い
る
世
帯
は
、
１
人
世
帯
６
割
、

２
人
世
帯
３
割
で
、
所
得
階
層
別

で
は
、
所
得
の
な
い
世
帯
３
割
含

め
て
、
所
得
２
０
０
万
円
未
満
の

世
帯
が
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

法
定
軽
減
７
割
、
５
割
、
２
割
軽

減
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
諸

物
価
高
騰
の
中
で
暮
ら
し
へ
の

不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
い
ま

で
も
高
す
ぎ
る
国
保
税
の
さ
ら

な
る
引
き
上
げ
は
、
市
民
の
く
ら

し
を
ま
す
ま
す
大
変
に
す
る
も

の
で
、
深
谷
市
の
国
保
に
加
入
す

る
世
帯
の
国
保
税
負
担
を
さ
ら

に
約
２
億
円
引
き
上
げ
る
条
例

改
正
に
反
対
し
ま
す
。(

要
旨) 

                

日
本
共
産
党
深
谷
市
議
団 

議
会
報
告 

十
二
月
議
会
に
つ
い
て 

令
和
６
年
深
谷
市
議
会
第
４
回
定
例
会
が
11
月
25
日
か
ら
１２

月
13
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承
認
１
件
、
令
和
６

年
度
深
谷
市
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
７
件
、
条
例

の
一
部
改
正
３
件
、
工
事
請
負
契
約
の
変
更
１
件
、
指
定
管
理
の

指
定
３
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
人
事
の
同
意
１
件
、
請
願
１

件
、
意
見
書
の
提
出
１
件
な
ど
市
長
提
出
議
案
17
件
、
議
員
提
出

議
案
２
件
が
審
議
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 
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国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
上 

げ
に
反
対 

(

討
論
の
要
旨) 

 

条
例
の
一
部
改
正
に
反
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鈴木三男 090-8332-5591 佐久間奈々 090-5582-8020 までお寄せください。① 

 

区  分 影　響 区　分 現 行 改 正 差 額

調定額 約2億700万円の増 医療給付費分 65万円 65万円 －

約1万6,360世帯 高齢者支援金 22万円 24万円 2万円

約85％の世帯 介護納付金分 17万円 17万円 －

世帯平均 約10,000円の増額 合　計 104万円 106万円 2万円

増額とな
る世帯

令令和和77年年度度　　国保税の見込 令令和和77年年度度　課税限度額の改正

(令和6年度深谷市国民健康保険第2回運営協議会資料より)

深谷市国民健康保険税の保険税率改正による影響など 
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 埼

玉
県
が
策
定
し
た
「
埼
玉
県 

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
を
踏

ま
え
て
令
和
９
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
県
内
保
険
税
水
準
の

統
一
に
向
け
、
令
和
５
年
度
か
ら

段
階
的
に
保
険
税
率
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。
１２
月
議
会

で
改
正
さ
れ
た
国
保
税
率
で
す
。 

             

  

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正 

予
算
で
実
現
し
た
主
な
事
業 

  

■
防
犯
設
備
の
購
入
補
助 

 
 

最
近
強
盗
殺
傷
事
件
が
多

発
し
て
い
る
の
で
、
個
人
住
宅

の
防
犯
対
策
を
促
し
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
犯
設
備
を
設

置
し
た
方
に
、
地
域
通
貨
ネ
ギ

ー
を
支
給
す
る
。
１
０
０
万
円 

                   

■
オ
ン
ラ
イ
ン
で
医
療
相
談 

 

医
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ 

て
終
日
医
療
相
談
を
行
う
。
夜

間
診
療
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う 

 

令
和
７
年
７
月
開
始
予
定 

 

■
児児
童童
手手
当当
がが
拡拡
充充 

 

令
和
６
年
10
月
か
ら
の
制
度

改
正
に
伴
い
、
児
童
手
当
が
左

図
の
通
り
増
額
さ
れ
ま
す
。
所

得
の
制
限
が
な
く
な
り
、
支
給

月
も
２
ヵ
月
に
１
回
に
、
第
３

子
以
降
が
１
万
５
千
円
か
ら
３

万
円
に
な
り
、
高
校
生
が
１
万

円
支
給
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

   

 

12
月
議
会
で
国
保
税
率
が
改

定
、
約
２
億
円
の
引
き
上
げ 

主
な
議
案
に
つ
い
て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 齢 50歳 区　分 所得割 資産割 均等割 平等割 区　分 所得割 資産割 均等割 平等割

給与収入 約430万円 医療分 167,050 18,000 104,000 9,000 医療分 174,760 9,000 132,000 4,500

固定資産 10万円 支援分 66,820 なし 48,800 なし 支援分 71,960 なし 64,000 なし

扶養 介護分 46,260 なし 26,800 なし 介護分 59,110 なし 32,000 なし

収入 合計 280,130 18,000 179,600 9,000 合計 305,830 9,000 228,000 4,500

　　　　486,600円年間の税額 年間の税額

　（年間で60,600円の増額となる。）

改正後の保険税（令令和和77年年度度）現行の保険税（令令和和66年年度度）4人世帯　（所得300万円固定資産あり）

50歳・20歳
18歳
0円

547,200円

□ 令令和和７７年年度度国国保保税税率率改改正正  モモデデルルケケーースス  令令和和６６年年 88月月  国国保保運運営営協協議議会会資資料料よよりり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和6年度 令和6年度 令和7年度

標準保険
税率

現行保険
税率

改正案

所得割 6.84% 6.5% 6.8% 0.3%

資産割 廃止 18.0% 9.0% ▲9.0%

均等割 40,560 26,000円 33,000円 7,000円

平等割 廃止 9,000円 4500円 ▲4,500円

所得割 2.82% 2.6% 2.8% 0.2%

均等割 16,299円 12,200円 16,000円 3,800円

所得割 2.38% 1.8% 2.3% 0.5%

均等割 16,868円 13,400円 16,000円 2,600円

所得割 12.04% 10.9% 11.9% 1.0%

資産割 廃止 18.0% 9.0% ▲9.0%

均等割 73,727円 51,600円 65,000円 13,400円

平等割 廃止 9,000円 4,500円 ▲4,500円

差区分

令和7年度深谷市国民健康保険是率の改正 (案) の詳細

令和6年度　深谷市国民健康保険第2回運営協議会　資料より

医
療

支
援

介
護

合
計

  

②この議会報告箱、政務活動費を使用しています。ご意見・ご要望は党議員団まで 

 

改　定 現　行

制　限 所得制限あありり

支　給 支給月年33回回

０～2歳 1.5万円 1.5万円

3歳～ １万円　　第３子

小学生 以降から11..55万万円円

中学生 １万円 1万円

高校生 なな　　しし 11万万円円

10月から

拡充される児童手当   (12月から支給開始)

1万円

第第
11
・・
22
子子

第第33子子
以以降降

33万万円円

支給月年66回回

所得制限ななしし

● 

制
度
内
容 

①① 

対対
象象
者者
はは
、
６５
歳
以
上 

 

の
高
齢
者
世
帯
で
、
令
和
７

年
の
１
月
１
日
か
ら
３
月

１４
日
ま
で
の
間
に
防
犯
設

備
を
設
置
し
た
方 

②② 

補補
助助
対対
処処
防防
犯犯
設設
備備  

防
犯
カ
メ
ラ
、
人
感
セ
ン
サ

ー
ラ
イ
ト
、
モ
ニ
タ
ー
付
き

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、
セ
ン
サ
ー

ア
ラ
ー
ム
、
防
犯
フ
イ
ル
ム
、

防
犯
性
の
高
い
鍵
・
補
助

鍵
、
そ
の
他
市
長
の
認
め
る

物 ③③ 

補補
助助
はは
費費
用用
のの
１１
／／
２２  

を
地
域
ネ
ギ
ー
で
支
給 

④④ 

申申
請請
期期
間間
とと
方方
法法  

令
和
７
年
１
月
１４
日
か
ら

３
月
１４
日
ま
で
、
市
役
所

２
階
の
自
治
振
興
課
又
は

電
子
申
請
で
申
込
み 

児
童
扶
養 
手
当
も
拡
充 

 

は
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12
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、

「
市
税
滞
納
者
へ
の
督
促
問
題
」

と
」「
国
保
税
の
減
免
拡
充
に
つ

い
て
」
の
２
項
目
で
す
。 

    

い
ま
市
民
の
く
ら
し
は
、
諸

物
価
の
値
上
が
り
で
大
変
に
な

っ
て
い
る
。
高
す
ぎ
る
国
保
税

を
は
じ
め
市
税
の
負
担
が
大
変

な
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
病
気
に
な
っ
た
時
に
医

者
に
行
け
る
よ
う
に
と
必
死
に

納
付
し
て
い
る
が
、
中
に
は
や

り
繰
り
し
て
も
支
払
い
が
で
き

ず
滞
納
し
て
い
る
世
帯
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
世
帯
に
督
促
状
に

続
い
て
スス
トト
ッッ
ププ
滞滞
納納
と
の
カカ

ララ
ーー
チチ
ララ
シシ
が
送
ら
れ
て
い
る
。

新
聞
報
道
で
は
滞
納
期
間
が
１

年
未
満
に
も
か
か
わ
ら
ず
強
引

な
財
産
調
査
を
行
い
、
預
金
や

生
命
保
険
、
給
与
な
ど
を
差
押

え
て
、
滞
納
処
分
を
し
て
い
る
。

支
払
い
能
力
を
超
え
る
ほ
ど
の

高
い
国
保
税
に
な
っ
て
い
る
世

帯
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

滞
納
世
帯
の
生
活
実
態
を
考
慮

せ
ず
に
、
納納
付付
をを
迫
ま
り
、、
追
い

つ
め
ら
れ
て
い
る
世
帯
を
生
み

出
し
か
ね
な
い
。
と
質
問
し
た
。 

問問 

納
期
限
を
過
ぎ
た
市
税
の

滞
納
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。 

答答 

令
和
５
年
度
末
の
市
税
の

滞
納
者
は
延
べ
で
６
４
４
９
人
、

滞
納
額
は
、
現
年
度
分
で
約
２

億
８
千
万
円
、
繰
越
滞
納
分
は
、 

約
３
億
６
千
万
円
で
あ
る
。 

問問 

カ
ラ
ー
の
催
告
書
は
、
ど

の
よ
う
な
滞
納
者
に
送
っ
て
い

る
の
か
。 

答答 

納
付
期
限
後
約
１
ヵ
月
後

に
、
督
促
状
を
発
送
し
、
そ
れ
で

も
納
付
や
納
税
相
談
の
な
い
方

に
「
市市
税税
納納
付付
催催
告告
書書
」
を
発
送

し
て
い
る
。
未
納
の
期
間
が
短

い
方
に
は
「
市
税
未
納
の
お
知

ら
せ
」
と
し
て
通
知
し
て
い
る

が
、
何
度
も
催
告
書
な
ど
を
送

っ
て
も
納
税
相
談
や
納
付
が
な

い
方
に
、
カ
ラ
ー
の
「
スス
トト
ッッ
ププ

滞滞
納納
」」
を
同
封
し
て
い
る
。 

問問 

催
告
書
の
発
送
件
数
と
効

果
は
ど
う
か
。 

答答 

令
和
５
年
度
で
は
１
万
６

千
３
３
０
件
に
発
送
し
、
そ
の

内
納
付
さ
れ
た
方
が
５
千

77

件
、
約
１
億
８
千
万
円
で
、
そ
の

納
付
率
は
31
・
１
％
で
あ
る
。 

問問 

催
告
チ
ラ
シ
に
「
納納
付付
がが

困困
難難
なな
場場
合合
はは
悩悩
まま
ずず
相相
談談
をを
」 

「
納納
付付
のの
緩緩
和和
措措
置置
も
あ
り
ま

す
」
と
あ
る
が
、
相
談
窓
口
や
緩

和
措
置
の
内
容
こ
そ
周
知
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

答答 

相
談
窓
口
の
案
内
は
、
未

納
の
お
知
ら
せ
や
催
告
書
と
共

に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、
納納
付付

のの
猶猶
予予
やや
換換
価価
のの
猶猶
予予
な
ど
あ

る
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
し
て
い
る
他
、
滞
納
者
と

の
折
衝
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。 

問問  

差差
押押
ええ
やや
滞滞
納納
処処
分分
は
、

ど
の
よ
う
な
滞
納
者
か
。 

答答 

財
産
の
差
押
え
は
、
地地
方方

税税
法法
で
督
促
状
を
発
送
し
て
か

ら

１０
日
以
内
に
納
付
が
な
い

と
き
は
財
産
の
差
押
え
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
が

あ
る
の
で
、
滞
納
者
の
財財
産産
調調

査査
に
着
手
し
、
差
押
え
前
に
「
差差

押押
ええ
予予
告告
通通
告告
書書
」
を
送
付
す

る
が
、
そ
れ
で
も
納
付
の
意
志

が
確
認
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押

え
を
執
行
し
債
権
を
取
立
て
未

納
市
税
に
充
当
す
る
。 

問問 

差差
押押
ええ
のの
件件
数数
は
ど
う
か
。 

 

答答 

３
９
７
件
、
約
１
億
５
千

万
だ
が
、
自
主
納
付
が
２８
件
約

８
９
０
万
円
、
換換
価価
件件
数数
はは
、
８

３
１
件
約
９
８
０
０
万
円
。
執執

行行
停停
止止
が
１
７
７
９
人
、
約
１

億
３
４
０
０
万
円
で
あ
る
。 

一
般
質
問 

鈴
木
三
男
議
員 

市
民
に
寄
り
添
っ
た
滞
納
対

策
を 
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医医
療療
扶扶
助助
のの
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
資資
格格
確確

認認
のの
進進
捗捗
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

  
 

厚
労
省
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の

利
便
性
を
高
め
る
と
し
て
、
Ｒ
６
年
３

月
か
ら
、
生
活
保
護
受
給
者
の
方
が

医
療
を
受
け
る
際
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
が

利
用
で
き
る
よ
う
、
医
療
扶
助
の
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
制
度
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
市
の
福
祉

事
務
か
ら
紙
の
医
療
券
を
発
行
し
て

も
ら
い
、
指
定
医
療
機
関
で
提
示
し
受

診
し
て
い
た
の
で
、
制
度
導
入
で
利
便

性
が
向
上
す
る
と
言
え
そ
う
で
す
。
し

か
し
、
医
療
扶
助
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
資
格
確
認

と
は
別
に
シ
ス
テ
ム
導
入
が
必
要
で
あ

る
こ
と
や
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
導
入
は
義

務
で
は
な
い
こ
と
、
そ
し
て
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
が
１５
．
２
％
（
１０
月
末

現
在
）
と
低
い
な
か
、
医
療
機
関
は
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
積
極
的
に
す
る
か
疑

問
で
す
。
ま
た
、
医
療
扶
助
の
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
の
報
道
は
ほ

と
ん
ど
無
い
の
で
状
況
確
認
の
た
め
、

今
回
質
問
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

問 

市
内
の
指
定
医
療
機
関
の
シ
ス
テ

ム
導
入
の
進
捗
状
況
と
、
生
活
保
護

受
給
者
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
保
有
状
況
、

医
療
機
関
で
の
利
用
率
を
伺
い
ま
す
。 

答 

Ｒ
６
年
11
月
末
現
在
、
市
内
の
指

定
医
療
機
関
は
、
医
科
、
歯
科
、
薬
局

合
わ
せ
て
２
１
２
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
シ
ス
テ
ム
導
入
を
し
、
対
応

し
て
い
る
医
療
機
関
は
９４
か
所
、
導

入
率
は
４４
．
３
％
で
す
。
生
活
保
護

受
給
者
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
保
有
率
は

５１
％
で
あ
り
、
医
療
機
関
で
の
利
用

率
は
０
．
８７
％
（
９
月
現
在
）
で
す
。 

見
解 

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
が
低

い
中
で
、
医
療
扶
助
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
制
度
を
導
入
し
て
も
利
用
が

さ
れ
な
い
の
は
予
見
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
国
は
税
金
投
入
を
す

る
な
ら
ば
、
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
生

活
保
護
基
準
に
す
る
な
ど
、
他
に
す
べ

き
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

ささ
くく
らら
ねね
ここ
無無
料料
不不
妊妊
手手
術術
事事
業業
のの

取取
組組
みみ
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

 

「
さ
く
ら
ね
こ
」
と
は
、
飼
い
主
の
い

な
い
猫
に
不
妊
手
術
を
行
い
、
手
術
済

み
の
目
印
と
し
て
耳
を
Ⅴ
の
字
に
カ
ッ

ト
し
た
猫
の
こ
と
で
す
。 

動
物
指
導
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま

れ
た
猫
は
、
最
終
的
に
殺
処
分
と
な

り
ま
す
が
、
持
ち
込
ま
れ
る
猫
の
８
割

は
子
猫
で
す
。
そ
こ
で
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
に
不
妊
手
術
を
行
い
、
子
猫
が
生

ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
殺
処

分
の
頭
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
深
谷
市
で
は
Ｈ
３０
年
度
か
ら「
公

益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
」
の
不
妊

手
術
無
料
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
実
績
を
質
問
し
ま
し
た
。 

問 
不
妊
手
術
無
料
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用

件
数
（
手
術
件
数
）
と
、
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
に
深
谷
市
内
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
猫
の
頭
数
を
伺
い
ま
す
。 

答 

Ｈ
３０
年
度
か
ら
今
年
度
１０
月
末

現
在
で
、
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
件
数
は
２

０
１
６
、
深
谷
市
内
か
ら
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
猫
の
頭
数
は

４
１
６
頭
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

見
解 

可
哀
そ
う
だ
か
ら
と
エ
サ
を
与

え
た
く
な
る
気
持
ち
は
理
解
し
ま
す

が
、
そ
れ
は
不
幸
な
命
を
増
や
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
エ
サ
や
り
と
手
術

は
セ
ッ
ト
と
い
う
認
識
が
広
が
り
、
一

匹
一
匹
の
命
が
大
切
に
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 

一
般
質
問 

 

佐
久
間
奈
々
議
員 
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12
月
議
会
の
一
般
質
問
は
、

「
市
税
滞
納
者
へ
の
督
促
問
題
」

と
」「
国
保
税
の
減
免
拡
充
に
つ

い
て
」
の
２
項
目
で
す
。 

    

い
ま
市
民
の
く
ら
し
は
、
諸

物
価
の
値
上
が
り
で
大
変
に
な

っ
て
い
る
。
高
す
ぎ
る
国
保
税

を
は
じ
め
市
税
の
負
担
が
大
変

な
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
そ

れ
で
も
病
気
に
な
っ
た
時
に
医

者
に
行
け
る
よ
う
に
と
必
死
に

納
付
し
て
い
る
が
、
中
に
は
や

り
繰
り
し
て
も
支
払
い
が
で
き

ず
滞
納
し
て
い
る
世
帯
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
世
帯
に
督
促
状
に

続
い
て
スス
トト
ッッ
ププ
滞滞
納納
と
の
カカ

ララ
ーー
チチ
ララ
シシ
が
送
ら
れ
て
い
る
。

新
聞
報
道
で
は
滞
納
期
間
が
１

年
未
満
に
も
か
か
わ
ら
ず
強
引

な
財
産
調
査
を
行
い
、
預
金
や

生
命
保
険
、
給
与
な
ど
を
差
押

え
て
、
滞
納
処
分
を
し
て
い
る
。

支
払
い
能
力
を
超
え
る
ほ
ど
の

高
い
国
保
税
に
な
っ
て
い
る
世

帯
も
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

滞
納
世
帯
の
生
活
実
態
を
考
慮

せ
ず
に
、
納納
付付
をを
迫
ま
り
、、
追
い

つ
め
ら
れ
て
い
る
世
帯
を
生
み

出
し
か
ね
な
い
。
と
質
問
し
た
。 

問問 

納
期
限
を
過
ぎ
た
市
税
の

滞
納
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。 

答答 

令
和
５
年
度
末
の
市
税
の

滞
納
者
は
延
べ
で
６
４
４
９
人
、

滞
納
額
は
、
現
年
度
分
で
約
２

億
８
千
万
円
、
繰
越
滞
納
分
は
、 

約
３
億
６
千
万
円
で
あ
る
。 

問問 

カ
ラ
ー
の
催
告
書
は
、
ど

の
よ
う
な
滞
納
者
に
送
っ
て
い

る
の
か
。 

答答 

納
付
期
限
後
約
１
ヵ
月
後

に
、
督
促
状
を
発
送
し
、
そ
れ
で

も
納
付
や
納
税
相
談
の
な
い
方

に
「
市市
税税
納納
付付
催催
告告
書書
」
を
発
送

し
て
い
る
。
未
納
の
期
間
が
短

い
方
に
は
「
市
税
未
納
の
お
知

ら
せ
」
と
し
て
通
知
し
て
い
る

が
、
何
度
も
催
告
書
な
ど
を
送

っ
て
も
納
税
相
談
や
納
付
が
な

い
方
に
、
カ
ラ
ー
の
「
スス
トト
ッッ
ププ

滞滞
納納
」」
を
同
封
し
て
い
る
。 

問問 

催
告
書
の
発
送
件
数
と
効

果
は
ど
う
か
。 

答答 

令
和
５
年
度
で
は
１
万
６

千
３
３
０
件
に
発
送
し
、
そ
の

内
納
付
さ
れ
た
方
が
５
千

77

件
、
約
１
億
８
千
万
円
で
、
そ
の

納
付
率
は
31
・
１
％
で
あ
る
。 

問問 

催
告
チ
ラ
シ
に
「
納納
付付
がが

困困
難難
なな
場場
合合
はは
悩悩
まま
ずず
相相
談談
をを
」 

「
納納
付付
のの
緩緩
和和
措措
置置
も
あ
り
ま

す
」
と
あ
る
が
、
相
談
窓
口
や
緩

和
措
置
の
内
容
こ
そ
周
知
が
必

要
で
は
な
い
か
。 

答答 

相
談
窓
口
の
案
内
は
、
未

納
の
お
知
ら
せ
や
催
告
書
と
共

に
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、
納納
付付

のの
猶猶
予予
やや
換換
価価
のの
猶猶
予予
な
ど
あ

る
が
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知
し
て
い
る
他
、
滞
納
者
と

の
折
衝
の
中
で
説
明
し
て
い
る
。 

問問  

差差
押押
ええ
やや
滞滞
納納
処処
分分
は
、

ど
の
よ
う
な
滞
納
者
か
。 

答答 

財
産
の
差
押
え
は
、
地地
方方

税税
法法
で
督
促
状
を
発
送
し
て
か

ら

１０
日
以
内
に
納
付
が
な
い

と
き
は
財
産
の
差
押
え
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
規
定
が

あ
る
の
で
、
滞
納
者
の
財財
産産
調調

査査
に
着
手
し
、
差
押
え
前
に
「
差差

押押
ええ
予予
告告
通通
告告
書書
」
を
送
付
す

る
が
、
そ
れ
で
も
納
付
の
意
志

が
確
認
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押

え
を
執
行
し
債
権
を
取
立
て
未

納
市
税
に
充
当
す
る
。 

問問 

差差
押押
ええ
のの
件件
数数
は
ど
う
か
。 

 

答答 

３
９
７
件
、
約
１
億
５
千

万
だ
が
、
自
主
納
付
が
２８
件
約

８
９
０
万
円
、
換換
価価
件件
数数
はは
、
８

３
１
件
約
９
８
０
０
万
円
。
執執

行行
停停
止止
が
１
７
７
９
人
、
約
１

億
３
４
０
０
万
円
で
あ
る
。 

一
般
質
問 

鈴
木
三
男
議
員 

市
民
に
寄
り
添
っ
た
滞
納
対

策
を 

 


